
那覇空港新貨物ターミナル（沖縄の環境下における PC 造の有効性） 

株式会社 梓設計 塚田良仁 

 
1. 計画概要 

本計画は、既存施設の狭隘化と老朽化の解消とあわせ、那覇空港の整備計画の一環として、今後計画さ

れている施設に先駆けて、移転建設されたものである。 

 

新貨物ターミナルは、那覇空港の北端（旧国内線旅客ターミナルビル跡地）に位置し、２棟の航空会社

棟（A 棟、B 棟）と 2 棟の代理店棟（C 棟、D 棟）と 管理棟（E 棟）の合計５棟で構成されている。 

今回はそれらの中で、B 棟のＰＣａＰＣ造の建物をご紹介する。Ｂ棟はＥＸＰ.Ｊでさらに 3 棟（Ｂ１棟、

Ｂ２棟、Ｂ３棟）の構造体に分離され、Ｂ1 棟、Ｂ２棟がそれぞれ PCaPC 造の平屋、Ｂ３棟がＲＣ造の

４階建てとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鳥瞰図（北西面） 
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2. 建築概要 B１棟、B2 棟 

■建 築 主  那覇空港貨物ターミナル株式会社 

■建 設 地  沖縄県那覇市鏡水 那覇空港内（旧国内線旅客ターミナル跡地） 

■敷 地 面 積  68,521.52 ㎡ 

■総建築面積  38,463.47 ㎡ （Ｂ棟：30,546.40 ㎡） 

■総延床面積  44,289.49 ㎡ （Ｂ棟：35,093.03 ㎡） 

■最 高 高 さ  13.629ｍ 

■規 模  地上１階建て  

■構 造 種 別  プレキャスト・プレストレスト・コンクリート造（一部屋根小梁 鉄骨造） 

■構 造 形 式  純ラーメン構造 

■基 礎 形 式  杭基礎 既製コンクリート杭（PHC 杭）プレボーリング併用打撃工法 

■風 荷 重  基準風速Ｖｏ＝46ｍ/ｓ 地表面粗度区分Ⅱ 

■仕 上 げ  屋根  両面フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板（一部 PC 床版ウレタン塗膜防水） 

   外壁 押出成型セメント板 

   床 舗装コンクリートスラブ 

   建具 高強度オーバードア  

■設計・監理  株式会社梓設計・沖電設計株式会社 共同企業体 

■施 工  鹿島・大米・屋部・南海・南洋 特定建設工事共同企業体 

■P C 工 事  株式会社ピーエス三菱 西日本支社 九州支店 

■工 事 工 程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鳥瞰図（南面） 



3. 構造種別選定 

新貨物ターミナルは、周辺施設（エプロン工事、接続道路等）の工程、移転後の旧貨物施設の解体工程

などに連携するため工期厳守が条件であり、さらに、海に近く、風が強いという環境条件もあり、主架構

の構造種別の選定が大きな要因であった。 

構造種別は、「工期短縮」、「ローコスト」、「耐塩害性能」、「耐風圧性能」と｢沖縄の地域性｣を考慮し、SRC

造、S 造、PC 造の比較検討を行い、トータルコストは２番目であるが、工期短縮、耐塩害、耐風圧性能

が最も優れている PC 造に決定した。（実質の工事工期は請負共同企業体の VE により、更に 3 ヶ月短縮

となった） 

 

■構造種別比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■B1 棟荷捌所（東面） 



4. 構造計画 

桁方向の外周スパンはオーバードア耐風圧の関係上 8.5ｍとし、内部スパンは２倍の 17ｍとした。スパ

ン方向は、Ｂ１棟では 23.85ｍ+20.8ｍ+20.8ｍ+23.85ｍの４スパン、Ｂ２棟では 22.95ｍ+22.5ｍ+23

ｍの３スパンとした。B1 棟、B2 棟とも先端に 10.35ｍの庇が取り付いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物キープラン 

 

  柱断面：Ｂ×Ｄ＝1000×1300、大梁断面：スパン方向  

Ｂ×Ｄ＝550×1500、桁行方向Ｂ×Ｄ＝600×1000 

 

庇は PCaPC 造の方杖付きとし、大屋根レベルと同一とする

ことにより、局部風圧力の範囲を軽減する計画とした。 

 

局部風圧の大きい、庇と外周部の大屋根を PC 版とすること

で重量を確保し、風による庇・屋根の被害を防止する計画とし

た。大屋根中央部はコストと施工性を考慮し、鉄骨小梁＋折板

（ガルバリウム鋼板）とした。 

 

基礎は、琉球石灰岩を支持層とする杭基礎とし、工法はプレ

ボーリング併用打撃工法とした。 
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PC 床版

■庇形状 大屋根形状



5. 現場施工 

PCa 部材は全 790 ピースを沖縄県内の２工場で製作した。

製作期間は３ヶ月。柱は最大長さ 11.6ｍ、重量 37.6ｔ。 

スパン方向梁は最大長さ 23.85ｍ、重量 51.8ｔのため、

運搬・架設を考慮し２分割の部材とした。 

 

PC 建方は平面的に４工区に分け、敷地と他棟との関係上、

奥側から手前に建て逃げ方式にて行った。断面的には柱建方

～ベント解体まで 5 ステップに分けた。建方期間は 1.5 ヶ月。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 工区 1 工区2 工区 

4 工区 

■建方 工区分け図

■建方 ステップ図 

■ベント支柱

■柱建方

■スパン梁架設

■ケーブル入線

■方杖架設



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工事写真と CG

大梁 JOINT 部

PCa 方杖部

ベント支柱

小梁取合い部


